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SPECIAL FREATURE

 リムーバブルストレージ StorePak VPX

StorePak はフロントリムーバブルに対

応した VPX ストレージボードです。 フロン

ト側でドライブユニットを抜き差しすること

ができ、 運用中に容量が足りなくなった場

合でも容易に交換することができます。

StorePakモジュールは、 6Uシングルス

ロットで最大１２テラバイト(TB)のソリッドス

テートストレージを提供しており、 また、 オ

プションで容量、 パフォーマンス、 SSDタイ

プなどを選択することができます。 複数の

StorePak ボードを利用することで更に大

きな容量及びパフォーマンスの拡張が可

能です。 StorePakは複数の独立したスト

レージ又は複数のボードで単一のストレー

ジとして利用することができます。

●ホットスワップ＆ホットプラグ●ホットスワップ＆ホットプラグ

StorePakはホットスワップに対応してお

り、 シ ス テ ム の 電 源 を 切 ら ず に SSD モ

ジュールを取り外し交換が可能です。 これ

は、 運用中にシステムの電源を切ることが

できない場合でも容易にモジュールの交

換を可能にします。

●マルチモード動作●マルチモード動作

StorePak をスタンドアロンで使用する

場合、 ハードウェアRAID 0/1で高性能の

アンマネージドDAS機能が提供されます。

また、 StoreEngine ストレージマネージャ

モジュールと併用すると、 NAS ファイル共

有機能だけでなく、 高性能のデータ記録 ・

再生機能、 完全管理のダイレクトアタッチ

ドストレージ(RAID)を提供します。

●高性能RAID 0/1/5●高性能RAID 0/1/5

StorePakは、 ハードウェアRAID 0(スト

ライピング)、 RAID 1(ミラーリング)、 又は

データ保護の為の RAID 5(StoreEngine

との組み合わせ)をサポートしています。(※

ソリッドステートドライブ(SSD)は、 一般的

にRAID 1または5が不要であり、 信頼性

の高いストレージを提供します。 )

１台の StorePak で最大 2.5GB/sec の

連続データレートを達成可能であり、 更に

複数の StorePak を組み合わせることでよ

り高いデータレートを実現することができます。

StorePakの特徴：
 大容量 ： １台のStorePakで最大12TB

 リムーバブルなSSDモジュール

 6U VPXモジュール

 100,000 回の挿抜サイクル (StorePak 

SSDモジュール)

 小型のSWaP(サイズ、 重量、 電力)

 堅牢なデザイン

 6本のPCIe x4バックプレーンポート

 データプレーンと拡張プレーンの PCIe

接続

 低消費電力 ： 35W (Typ)

 高性能：最大2.5GB/s (１台のStorePak)

 RAID 0/1 対 応 ( 又 は StoreEngine と

の組み合わせでRAID 5対応)

 スケーラブルな拡張性 (StorePak を追

加可能)

 エアクール及びコンダクションクール対応

●StorePak使用例●StorePak使用例

1. DAS/RAIDドライブ

StorePak は、 PCIe インターフェースで

ホスト CPU ボードと接続してダイレクト ・

アタッチド ・ ストレージ(DAS)として使用す

ることができます。 複数の StorePak を使

用した場合、 独立した各ドライブとして利

用、 又はハードウェアRAIDで単一のドライ

ブとして利用することもできます。

2. マルチチャンネル ・ データレコーダ

図1 ダイレクト・アタッチド・ストレージ

図2 3chアナログデータ記録
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最近はストレージの要求が高まってお

り、HDDの記録容量は12TBまで増え

SSDも半導体の技術進歩によりTBク

ラスの製品が市場に出回るようになっ

てきました。ここでは搭載向け耐環境

仕様のストレージ製品をピックアップ

してそのアーキテクチャをご説明しま

す。

搭載向け耐環境ストレージ

SPECIAL FEATURE
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この構成は、 複数のStorePakとStore

Engine の組み合わせによって３ｃｈのアナ

ログデータを記録するアプリケーションで

す。 こ の 場 合、 StoreEngine は ３ 台 の

StorePak を管理します。 各 StorePak は

異なるチャネルのデータをそれぞれ受け取

ります。 このシステムの合計記録容量は

最大36TBで、 合計記録速度は最大6GB/s

となります。

3. StorePak + StoreEngineマルチモード

オペレーション

StorePak + StoreEngine の組み合わ

せの場合以下の機能を利用することがで

きます。

• StorePak あたり 2GB/s を超える高速

データ記録

• 1/10Gb イーサネット上の NFS、 CIFS

または FTP を使用する NAS ファイル共

有

• PCIe又はファイバチャンネルを経由して

管理するダイレクトアタッチドストレージ

(DAS、 RAID)

• ハードウェアによるRAID 0/1/5モード

図3の例で、 StorePak + StoreEngine

は３つの異なるモード (NAS ファイル共有、

高速データ記録、 DAS/RAID)で同時に使

用されます。

StorePak はコンダクションクールに対

応したものもあります。

 SATAストレージ SataPak VPX

SataPak は SATA インターフェースに対

応した耐環境仕様のリムーバブルVPXス

トレージボードです。 リムーバブルモジュー

ル内に６台のSATA SSDドライブが実装さ

れており、 それぞれ個別のドライブとして

利用する事ができます。 または、 ソフトウェ

ア RAID も対応しておりますので６台の

SSDを１つのRAIDボリュームとして利用す

ることも可能です。

SataPakの特徴：
 リムーバブルなSSDモジュール(ツール

不要)

 6本のバックプレーンSATAインターフェ

イス

 小型のSWaP(サイズ、 重量、 電力)

 個別接続された6個のSSD(各1TB)

 最大 250MB/s のパフォーマンス ( 各ド

ライブ)

 低消費電力 ： 20W(typ)

 RAID 0/1サポート(ソフトウェアRAID)

 100,000 回の挿抜サイクル (SataPak

ストレージモジュール)

 エアクール及びコンダクションクール対応

 RAIDストレージ StoreEngine VPX

StoreEngine は組み込みシステム用に

設計された耐環境仕様のストレージサー

バ VPX ボ ー ド で す。 StoreEngine は

RAID ドライブとして、 又はファイルサーバ

として利用することができ小型 ・ 軽量 ・ 省

電力で高性能 ・ 大容量な記録ドライブを

提供します。

●RAID内蔵●RAID内蔵

上図の通り、 StoreEngineはハードウェ

ア RAID を内蔵しており、 PCIe 又は GbE

でアクセスすることができます。 オプション

でファイバチャンネル、 iSCSI、 FCoE など

のインターフェースもサポートしています。

StoreEngineのハードウェアRAIDは最大

750MB/s の連続性能をサポートしており、

StoreEngine を拡張することで更に高速

な記録が可能です。 これは、広帯域センサ、

レーダ、 高解像度ビデオなどのリアルタイ

ム記録に最適です。

StoreEngine は、 ADC, FPGA, ビ デ オ

ストリームなどのソースを広帯域で記録す

ることが可能で柔軟なレコーディングプ

ラットフォームで直ぐに使用することができ

るターンキーデータレコーダです。 最大４

台のStoreEngineを組み合わせることで、

最大 2TB/s のデータレートで記録が可能

になります。

●ネットワークファイルサーバ●ネットワークファイルサーバ

StoreEngine の NAS (Network 

Attached Storage) 機能は、 ネットワーク

を介したRAIDボリュームへのファイルレベ

ルアクセスを提供します。 これにより、

NFS や CIFS などの標準的なファイルアク

セスプロトコルでネットワーク経由でファイ

ル共有することが可能になります。 NAS

図3 DAS, NAS, Recorder構成

図4 SataPak ブロック図

図5 StoreEngine ブロック図
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データアクセスの速度は最大 160MB/s

で、 複数のクライアント間でファイル共有ア

クセスを実現します。

●高密度●高密度

StoreEngineを使用することで、 １スロッ

トに最大３台のドライブを拡張することがで

きます。 ストレージ容量は最大3TBで、 更

に容量を追加する場合は StoreEngine を

拡張することで可能です。

StoreEngineの特徴：
 大容量 ： 最大3TB/1スロット

 低消費電力 ： 35W(typ)

 高性能：最大750MB/s ( １スロットあたり)

 RAID 0/5対応

 スケーラブルな高速レコーディング

 ネットワークファイルサーバー機能

(NFS/CIFS)

 RAID & NAS機能内蔵

 PCIe及びGbE I/O

 複数の RTM I/O オプション ： 10GbE

及びファイバチャンネル

 スケーラブルな拡張性

 ソ リ ッ ド ス テ ー ト ド ラ イ ブ (SSD) 又 は

HDDに対応

●ハードウェアRAID 0/5●ハードウェアRAID 0/5

StoreEngineは同じボード上にRAID 0

又はRAID 5又はその両方に設定すること

が可能で、 高い性能と信頼性を提供しま

す。 RAID 0の場合、 最大750MB/sの連

続性能をサポートし、 RAID 5の場合は最

大400MB/sをサポートします。

●柔軟なストレージインターフェース●柔軟なストレージインターフェース

StoreEngine は フ ロ ン ト パ ネ ル I/O と

バックプレーン I/O の幅広い I/O オプショ

ンをサポートしています。 バックプレーンI/

O は オ プ シ ョ ン の リ ア ト ラ ン ジ シ ョ ン モ

ジュール(RTM)を介して利用することも可

能です。

・ バックプレーンI/O – P1, P2, P4, P5

- 4x 1Gb イーサネット (NAS 及び iSCSI 

DASをサポート)

- 6x PCI Express x4 (PCIe DAS を サ

ポート)

・ オプションのP3, P6 RTM I/O

- PCI Express x8

- 2x 8Gbファイバチャンネル (FC DASを

サポート) 

- 2x 1/10Gbイーサネット (NAS, SCSI/

FCoE DASをサポート)

- 4x SATAドライブ拡張サポート

- シリアルポート

●StoreEngine使用例●StoreEngine使用例

StoreEngineは柔軟な使用例をサポー

トしています。 一般的にストレージ使用例

は、 ブロックレベルのストレージアクセスを

提供するダイレクトアタッチドストレージ

(DAS)とネットワークレベルの共有ストレー

ジアクセスを提供するネットワークアタッチ

ドストレージ (NAS) の２つのカテゴリに分

類されます。

DAS の場合、 クライアント ・ プロセッサ

はクライアントの OS によって提供される

ファイルシステムを使用します。 クライアン

ト は、 ロ ー レ ベ ル ブ ロ ッ ク モ ー ド で

StoreEngine ストレージを利用します。 こ

れらローレベルのストレージブロックの割り

当てと使用は、 クライアントファイルシステ

ムによって完全に制御されるため、 DASの

保存データはクライアント間で共有するこ

とはできません。 しかしながら、 DAS スト

レージのデータ転送は、 700MB/s を超え

る、 非常に高速なデータレートを実現しま

す。

NASの場合、StoreEngineが独自のファ

イルシステムを使用してストレージブロック

のローレベル割り当てと使用を完全に制

御します。 クライアントからのアクセスは、

NAS や CIFSなどのネットワークファイルア

クセスプロトコルを介して提供さてれおり、

保存されたデータは複数のクライアント間

で共有することができます。 但し、 NAS ス

ト レ ー ジ の デ ー タ 転 送 速 度 は、 通 常

100MB/s以下となります。

●高性能データレコーディング●高性能データレコーディング

GigaSample Data Recorder (GDR)

マネージャーソフトウェアは StoreEngine

上で動作し、 高速でスケーラブルな記録シ

ステムを提供します。 GDRソフトウェアは、

最大2GB/sの速度で複数のStoreEngine

にデータを分散記録するレコーディング

ファイルシステムを実装しています。 また、

データの再生時に複数の StoreEngine を

単一のデータソースとして再生できるよう

に、 記録データの再生を管理しています。

記録データソースは、 PCIe 接続された

ADC(またはFPGAなどのPCIeデータソー

ス、 または PCIe のプロセッサボード ) から

のストリーム、 又はイーサネットなどの

UDP/IP デ ー タ ス ト リ ー ム も 可 能 で す。

PCIe データソースは、 StoreEngine あた

り最大600MB/sのデータレートで、 GDR

マネージャによって生成されたDMAアドレ

スリストに基づいて、 データスライスを

StoreEngineに書き込みます。

StoreEngineはRAID 0を使用してこれ

らのデータスライスをSATAドライブに分散

記録します。

StoreEngineレコーダとデータソースは、

通常 VPX シャーシに実装され VPX バック

プレーンを経由して相互接続されます。

PCIe ダイレクトアタッチストレージは、

PCIe対応の組み込みVPCプロセッサボー

ドに StoreEngine を追加する効率的な方

法です。 クライアント ( プロセッサボード )

から StoreEngine への PCIe 接続は、 通

常バックプレーンを介して提供されます。

StoreEngineドライバはクライアントボード

MISH Tech Journal 2017 SUMMER

図7 DAS構成例

図6 ⾼速レコーディング構成例
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上で動作し、 StoreEngine との間で最大

700MB/sのデータ転送速度を実現します。

StoreEngine ド ラ イ バ は、 VxWorks と

Linuxで使用することができます。

StoreEngine は PCIe 接続に加えてそ

の他インターフェースオプションをサポート

し て い ま す。 FC, iSCSI, FCoE イ ン タ ー

フェースオプションはRTMを介してサポー

トされています。

 リムーバブルストレージ XPort6193

XPort6193 はセキュアストレージに対

応した耐環境仕様の 2.5 インチソリッドス

テートドライブです。 温度範囲は -40℃〜

+85℃の過酷な温度環境に対応しており、

振動 ・ 衝撃はMIL-STD-810Fに対応して

います。

また、オプションでXTSブロック暗号モー

ドの256ビットAESハードウェア暗号化機

能に対応しています。 暗号化ハードウェア

は、 パフォーマンスの低下を最小限に抑え

て暗号化 ・ 復号化するように設計されて

います。 これは、 SATA API を介してキー

管理をサポートし、さらに30ms以内にキー

の消去を実行することが可能でキーの残

骸を残すこともありません。

XPort6193 は、 信頼性の高いコネクタ

を使用して設計されており、 何千回もの挿

抜をサポートします。 グローバルウェアレ

ベリング、 バッドブロック管理、 オーバープ

ロ ビ ジ ョ ニ ン グ と 組 み 合 わ せ た SLC 

NAND フラッシュコンポーネントの使用に

より、 ドライブの信頼性を向上します。

写 真 は XPand6200 に XPort6193 を

実装しているイメージです。 XPand6200

は耐環境仕様の ATR コンピュータで内部

にVPXスロットを２スロット装備しています。

XPort6193 と組み合わせて使用すること

で耐環境ストレージコンピュータとして搭

載用に利用することができます。

 VPXストレージ XPort6173

XPort6173は、3U VPXシングルスロッ

トに２台の2.5インチソリッドステートドライ

ブ(SSD)を実装したストレージボードです。

インターフェースはPCIe 2.0をサポートし

ています。 容量は最大 4TB を実装するこ

とができます。 また、 オプションで SLC 又

はMLCを選択することができます。

耐環境仕様に対応しており、 動作温度

はエアクールで-40 〜 +70℃、コンダクショ

ンクールで-40 〜 +85℃に対応しています。

MISH Tech Journal 2017 SUMMER

図10 XPort6173 ブロック図

図9 XPand6200 ブロック図

図8 FC, iSCSI構成例
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 DM-X25

PXIe HDD/SSDストレージユニット

DM-X25 はドライブ構成オプションによ

り最大8TBの容量を搭載することができる

3U PXI Expressのストレージユニットです。

SSD 又は HDD を選択することができ、 ホ

ストインターフェースはPCIe Gen2 (x8)を

サポートしています。

 DM-8M

PXIe mSATAストレージユニット

DM-8M は mSATA モジュールを搭載し

た３U PXI Express ストレージユニットです。

容量は最大8TBを搭載することができ、 ホ

ストインターフェースは PCIe Gen2 x8 を

サポートしています。

PXIはNational Instruments社によって

開発された工業用のPCプラットフォームで

すが、PC業界がPCIからPCI Expressへ

と移行することでPXIに於いてもPCI 

Expressの導入が必要となりました。ここ

で開発されたのがPXI Expressです。この

移行により帯域幅が大幅に向上し従来取り

扱えなかったデータレートが実現できるよ

うになりました。これに合わせてデータス

トレージの要求が高まってきています。こ

こでは、PXI Expressのストレージ製品を

ご紹介します。

表1 DM-X25 概略仕様

表2 DM-8M 概略仕様

DM-X25 概略仕様
容量 8TB (Max)
インターフェース PCIe Gen2 x8
ドライブインターフェース SATA 3.0
ドライブタイプ 2.5” HDD ⼜は SSD
サイズ 15.72(D) × 6.03(W) × 12.7(H) cm
重量 0.9kg
スロット PXI Express 3 slots

DM-8M 概略仕様
容量 8TB (Max)
インターフェース PCIe Gen2 x8
ドライブインターフェース mSATA 3.0
モジュールの数 2, 4, 6, 8
サイズ 15.72(D) × 2.00(W) × 12.7(H) cm
重量 0.45kg
スロット PXI Express 1 slots

SPECIAL FEATURE

PXI Express向けストレージ
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 DM-4M.2

PXIe M.2ストレージユニット

DM-4M.2はM.2モジュールを搭載した

3U PXI Express ストレージユニットです。

４枚の M.2 モジュールで最大 4TB を搭載

できます。 ホストインターフェースは PCIe 

Gen3 x8をサポートしています。

 DM-125

PXIe SATAストレージユニット

DM-125 は 2.5 インチドライブを搭載し

た3U PXI Expressストレージユニットです。

容量は最大 2TB を搭載することができま

す。 ホストインターフェースはPCIe Gen2

をサポートしています。

 ADQDSU

PXIe SSDストレージユニット

ADQDSUは2.5インチSSDを搭載した

3U PXI Express ストレージユニットです。

容量は最大 2TB に対応しています。 ホス

トインターフェースは PCIe Gen2 x8 をサ

ポートしています。

図の様に ADC ボードと組み合わせて

データ収集装置を構築することが可能で

す。

SPECTRUM社製M4xシリーズA/Dボー

ドと組み合わせる事で、 広帯域＆大容量

の測定器として高精度のアナログ信号を

取得する事もできます。

表5 ADQDSU 概略仕様

表4 DM-125 概略仕様

表3 DM-4M.2 概略仕様

ADQDSU 概略仕様
容量 500GB, 1TB, 2TB
インターフェース PCIe Gen2 x8
ドライブインターフェース SATA
ドライブタイプ SSD
ドライブの数 1
スロット PXI Express 3 slots

DM-125 概略仕様
容量 2TB
インターフェース PCIe Gen2
ドライブインターフェース SATA
ドライブの数 1
サイズ 15.72(D) × 2.00(W) × 12.7(H) cm
重量 0.45kg
スロット PXI Express 1 slots

DM-4M.2 概略仕様
容量 512GB 〜 4TB
インターフェース PCIe Gen3 x8
ドライブインターフェース M.2 PCIe
モジュールの数 4
サイズ 15.72(D) × 2.00(W) × 12.7(H) cm
重量 0.45kg
スロット PXI Express 1 slots

図11 ADCボードとの組合せ

SPECTRUM社製
M4xシリーズ A/Dボード
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RedRock 社の SCSI ドライブ製品は既

に製造が終了している既存の SCSI ドライ

ブを置き換える為に製品化されました。 パ

ラレルのSCSIインターフェースは現在シリ

アルのSAS(Serial Attached SCSI)として

ハードディスクドライブや SSD などで利用

されていますが、 旧来のパラレルの SCSI

ドライブが故障してしまって交換ができな

い場合には、 ここでご紹介するドライブを

利用することでパラレル SCSI のインター

フェースを延命することができます。

 50-Pin Narrow SCSI

50-Pin Narrow SCSI は最初に規格化

された仕様であり、 最も古いのがこのタイ

プです。

●RRT-35SFS-SN

　SSD搭載
　NarrowSCSIドライブ

●RRT-35SHS-SN

　HDD搭載 
　Narrow SCSIドライブ

●RRT-35SFS-SN-LP

　SSD搭載 
　Narrow SCSIドライブ

特徴：
 製造中止の 50 ピン Narrow SCSI ドラ

イブの置き換え

 ソリッドステート(SSD)又はHDD

 標準3.5インチフォームファクタ

 最大1500GBの容量

 最大19MB/sのSCSI転送速度

 シングルエンド(SE)インターフェース

 コマーシャルおよび拡張温度対応

 衝撃 ・ 振動に対応した頑丈な設計

 ディスクリート制御のセキュア消去とドラ

イブ破壊オプション

 SCSI SEコントローラを搭載したCPUと

互換

 SCSI終端はユニット内で有効化可能

 追加のソフトウェア不要

 SCSI IDの選択0 〜 7対応

 68-Pin Wide, Wide Differential,
　 Wide LVD

●RRT-35SFS-SW

　SSD搭載 
　Wide SCSIドライブ

●RRT-35SHS-SW

　HDD搭載 
　Wide SCSIドライブ

●RRT-35SFA-HW

　SSD搭載 
　Wide HVD SCSIドライブ

SCSIは1986年にANSIにて規格化された

コンピュータと周辺機器を接続するイン

ターフェースです。最初の規格化から既に

３０年が経過しており、現在はレガシーなイ

ンターフェースとなって殆ど市場で見る事

ができなくなりました。しかしながら、長期

間の運用を実施する防衛分野やインダスト

リ分野ではSCSIインターフェースが現在で

も使用されており、そのインターフェースを

直ぐには変更できない状況があります。こ

こではその置き換え用として製品化された

SCSI互換ドライブを紹介します。

表6 50-Pin Narrow SCSI ラインナップ
SCSI 50Pin Narrow Model

型名 RRT-35SFS-SN RRT-35SHS-SN RRT-35SFS-SN-LP
容量 960GB max 1500GB max 120GB max
ドライブタイプ SSD(SLC/MLC) HDD SSD

インターフェイス Narrow 8bit シングルエンド
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Narrow 8bit シングルエンド
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Narrow 8bit シングルエンド
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

R/W 性能 19MB/s 19MB/s 19MB/s
動作温度 0 〜 70℃ 5 〜 55℃ 0 〜 70℃
保存温度 -40 〜 +85℃ -40 〜 +70℃ -40 〜 +85℃
拡張動作温度 -40 〜 +85℃ ー -40 〜 +85℃
拡張保存温度 -40 〜 +85℃ ー ー
湿度 5% 〜 95%
フォームファクタ 3.5 インチ
重量 420g max 230g max
⼨法 101.6 x 146.1 x 25.4 mm 101.6 x 146.1 x 13.4 mm

ブブ

既存のSCSIドライブからの置き換えが可能
 SCSI HDD（ハードディスクドライブ）
 SCSI SSD（ソリッドステートドライブ）
 SCSI MOドライブ
 SCSI フロッピーディスクドライブ
 SCSI テープドライブ
 SCSI PCMCIA/PCカード
 SCSI Zipドライブ

イブ

ブ

SPECIAL FEATURE

SCSI互換ストレージ
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●RRT-35SHA-HW

　HDD搭載 
　Wide HVD SCSIドライブ

●RRT-35SFS-LW

　SSD搭載 
　Wide LVD SCSIドライブ

●RRT-35SHS-LW

　HDD搭載 
　Wide LVD SCSIドライブ

特徴：
 製造中止の68ピンWide SCSIドライブ

の置き換え

 ソリッドステート(SSD)又はHDD

 標準3.5インチフォームファクタ

 最大1500GBの容量

 38MB/sのSCSI転送速度

 シングルエンド(SE)又はディファレンシャ

ルインターフェース

 コマーシャルおよび拡張温度対応

 衝撃 ・ 振動環境に対応した頑丈な設計

 ディスクリート制御のセキュア消去とドラ

イブ破壊オプション

 SCSI SEコントローラを搭載したCPUと

互換

 SCSI終端はユニット内で有効化可能

 追加のソフトウェア不要

 SCSI IDの選択0 〜 15対応

 80-Pin Wide, Wide LVD

●RRT-35SFS-SC

　SSD搭載 
　Wide SCA SE SCSIドライブ

●RRT-35SHS-SC

　HDD搭載 
　Wide SCA SE SCSIドライブ

●RRT-35SFS-LC

　SSD搭載 
　Wide SCA LVD SCSIドライブ

●RRT-35SHS-LC

　HDD搭載 
　Wide SCA LVD SCSIドライブ

特徴：
 製造中止の80ピンWide SCSIドライブ

の置き換え

 ソリッドステート(SSD)又はHDD

 標準3.5インチフォームファクタ

 最大1500GBの容量

 38MB/sのSCSI転送速度

 シングルエンド(SE)又はディファレンシャ

ルインターフェース

 SCSI SEコントローラを搭載したCPUと

互換

 SCSI終端はユニット内で有効化可能

 追加のソフトウェア不要

 SCSI IDの選択0 〜 15対応

表8 80-Pin Wide SCSI ラインナップ

表7 68-Pin Wide SCSI ラインナップ

SCSI 80Pin Wide Model
型名 RRT-35SFS-SC RRT-35SHS-SC RRT-35SFS-LC RRT-35SHS-LC
容量 960GB max 1500GB max 960GB max 1500GB max
ドライブタイプ SSD(SLC/MLC) HDD SSD(SLC/MLC) HDD

インターフェイス Wide 16bit シングルエンド
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Wide 16bit シングルエンド
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Wide 16bit ディファレンシャル
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Wide 16bit ディファレンシャル
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

R/W 性能 38MB/s 38MB/s 38MB/s 38MB/s
動作温度 0 〜 70℃ 5 〜 55℃ 0 〜 70℃ 5 〜 55℃
保存温度 -40 〜 +85℃ -40 〜 +70℃ -40 〜 +85℃ -40 〜 +70℃
拡張動作温度 -40 〜 +85℃ ー -40 〜 +85℃ ー
拡張保存温度 -40 〜 +85℃ ー -40 〜 +85℃ ー
湿度 5% 〜 95%
フォームファクタ 3.5 インチ
重量 420g max
⼨法 101.6 x 146.1 x 25.4 mm 101.6 x 149.9 x 40.6 mm 101.6 x 146.1 x 25.4 mm 101.6 x 149.9 x 40.6 mm

SCSI 68Pin Wide Model
型名 RRT-35SFS-SW RRT-35SHS-SW RRT-35SFA-HW RRT-35SHA-HW RRT-35SFS-LW RRT-35SHS-LW
容量 960GB max 1500GB max 256GB max 960GB max 960GB max 960GB max
ドライブタイプ SSD HDD SSD HDD SSD HDD

インターフェイス Wide 16bit シングルエンド
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Wide 16bit シングルエンド
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Wide ディファレンシャル
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Wide ディファレンシャル
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Wide ディファレンシャル
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

Wide ディファレンシャル
Ultra SCSI, SCSI2, SCSI1

R/W 性能 38MB/s 38MB/s 38MB/s 38MB/s 38MB/s 38MB/s
動作温度 0 〜 70℃ 5 〜 55℃ 0 〜 70℃ 0 〜 55℃ 0 〜 +70℃ 5 〜 55℃
保存温度 -40 〜 +85℃ -40 〜 +70℃ -40 〜 +85℃ -40 〜 +70℃ -50 〜 95℃ -40 〜 +70℃
拡張動作温度 -40 〜 +85℃ ー -40 〜 +85℃ ー -40 〜 +85℃ ー
拡張保存温度 -40 〜 +85℃ ー ー ー ー ー
湿度 5% 〜 95%
フォームファクタ 3.5 インチ
重量 420g max
⼨法 101.6 x 146.1 x 25.4 mm 101.6 x 149.9 x 40.6 mm 101.6 x 146.1 x 25.4 mm 101.6 x 149.9 x 40.6 mm

ブブブブブブブブブブブブブ

ブ

ブブブブブブブ

ブ

ブ

ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ

ブブブ



MISH International Co., Ltd.10

SPECIAL FREATURE

 FPGAアクセラレータボード

Alpha Data 社 は、  CAPI ( Coherent 

Accelerator Processor Interface) に 対

応したFPGAアクセラレータボードをデータ

センター向け又はHPC(High Performance 

Computing)向けに提供しています。 この

ボードを使用することで、 データ処理アプ

リケーションを FPGA に実装するための開

発期間を大幅に短縮することができます。

製品のラインナップは下表のとおりです。

これらのボードは Linux 又は Windows

のシステムで動作することができ、 IBM 社

製POWER8及びPOWER9サーバに対応

しています。

C A P I ( C o h e r e n t  A c c e l e r a t o r 

Processor Interface) は FPGA ア ク セ ラ

レータをPOWER8又はPOWER9プロセッ

サチップのコヒーレントなファブリックに接

続します。 CAPI は I/O サブシステムとの

プロセッサ通信のソフトウェアオーバーヘッ

ドを取り除き、 FPGAアクセラレータをアプ

リケーションの一部として動作させることが

できます。 POWER システム上の CAPI は、

FPGA上でクライアント固有の演算アルゴ

リズムを実装するための高性能ソリュー

ションを提供します。

 デザインフロー

システム開発のための下記３つのデザ

インフローが提供されてます。

● 従来のハードウェア/ソフトウェア設計

フロー

● Xilinx SDAccelデザインフロー

● OpenPOWER CAPI ベースのデザイ

ンフロー

10GbEや40GbEの高速なLANネッ

トワークの利用で、データセンターにお

けるコンピュータ間の通信帯域は飛躍

的に増加しています。それと同時にデー

タ処理プロセッサにも処理速度の高速

化が求められていますが、プロセッサの

処理能力には限界がありその処理をア

クセラレートするのがここで紹介する

FPGAアクセラレータボードです。

表9 FPGAアクセラレータボード ラインナップ

FPGA Accelerator Products
型名 ADM-PCIE-9V3 ADM-PCIE-8K5 ADM-PCIE-8V3 ADM-PCIE-KU3 ADM-PCIE-7V3

FPGA Xilinx Virtex
UltraScale Plus

Xilinx Kintex
UltraScale

Xilinx Virtex
UltraScale

Xilinx Kintex
UltraScale Xilinx Virtex7

PCI Express Gen4 x8
Gen3 x16 Gen3 x8 Gen3 x8 Gen3 x8 Gen3 x8

フォームファクタ Half Length
Low profi le

Half Length
Low profi le

Half Length
Low profi le

Half Length
Low profi le

Half Length
Low profi le

オンボードメモリ 1G x 72 x 2bank, 
DDR4-2400

1G x 72 x 2bank, 
DDR4-2400

1G x 72 x 2bank, 
DDR4-2400

8GByte x2, 
DDR3-1600

8GByte x2, 
DDR3-1333

ネットワーク 100Gb Ethernet, 
QSFP28 x2

10Gb Ethernet, 
SFP+ x2

100Gb Ethernet, 
QSFP28 x2

40Gb Ethernet, 
QSFP x2

10Gb Ethernet, 
SFP+ x2

外部
インターフェース

Ultraport SlimSAS 
Connector (8x 

22.5Gbps lanes), 
USB board 

management 
(built-in JTAG) 

customizable GPIO

Dual Firefl y 
Interfaces – 
providing 8 x 
16Gbps links

USB board management 
(built-in JTAG) 
customizable 

GPIO Dual Firefl y 
Interfaces – 
providing 8 x 
28Gbps links

Dual SATA 
Interfaces capable 

of up to 6Gb/s 
data rates.

External Sync 
(PPS) interface

Dual SATA 
Interfaces capable 

of up to 6Gb/s 
data rates

SDAccel － ○ － ○ ○
OpenPOWER － ○ ○ ○ ○

NEW TECHNOLOGY

HPC向け
FPGAアクセラレータボード
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 従来のハードウェア/　　　
　ソフトウェア設計フロー

FPGAデザインはAlpha Dataのリファレ

ンスデザイン及びXilinx社又はサードパー

ティの IP コアライブラリを組み合わせて

Vivado 開発環境で設計します。 その後、

Vivadoツールでの論理合成、 配置配線を

実行して FPGA アプリケーションが作成さ

れます。

アプリケーションソフトウェアは、 Alpha 

DataのSDK API(ADMXRC3)を使用して

C 言語で作成します。 サーバ側と FPGA

ボード側のデザインブロックは下図のとお

りです。

下図はPCIe IPコアの設定例です。

リファレンスデザインはVivado GUIプロ

ジェクトとして導入ガイドと共に提供されて

います。

また、 その他サンプル例は以下の様な

ものがあります。

● Dim_test ：

　 メモリーインターフェースサンプル

● Reg_access ：

　 PCIeレジスタアクセスサンプル

● Dma_demo ：

　 PCIe DMAパフォーマンスデモサンプル

● Avr2util ：

　 USBの電源とステータスモニタリング

● SFP+/QSFP+ IBERT Loopback Demo ：

　 10G/25Gループバックテストサンプル

● SFP+/QSFP 10GE XGMII Loopback Demo ：

　 10G XGMIIからSFP+/QSFPのテス

トサンプル

● QSFP+ 40GE XGMII Loopback Demo ：

　 40G XGMII から QSFP のテストサン

プル

● QSFP+ 10GE Ethernet Loopback Demo ：

　 Chevin Tech社製、 10G MAC/PHY

デモ

● QSFP28 25GE Ethernet Loopback Demo ：

　 Chevin Tech社製、 25G MAC/PHY

デモ

● SATA MAC IP and example PHY ：

　 Low Level SATA コントローラデザイ

ンサンプル

● Dual-PCIE core Demo ：

　 Dual PCI Expressエンドポイントシス

テムサンプル

 Xilinx SDAccelデザインフロー

Xilinx の SDAccel 設計ツールを使用す

ることで、 C++ 又は OpenCL を使用して

Xilinx　IP又はサードパーティ IPモジュー

ルと共にアプリケーションが作成されます。

SDAccel 開 発 環 境 は、 OpenCL/C/

C++ カーネルの任意の組み合わせをサ

ポートする業界初のアーキテクチャ最適化

コンパイラであり、 完全な CPU/GPU ライ

クの開発と FPGA のランタイムエクスペリ

エンスの為のライブラリと開発ボードが含

まれています。

Alpha Data 社は SDAccel を認定され

た Xilinx ア ラ イ ア ン ス メ ン バ ー で あ り、

Virtex-7 及 び Kintex Ultrascale 製 品 を

提供しています。

 OpenPOWER CAPIベースの
　デザインフロー

CAPIベースの設計フローは、 設計者が

ホストインターフェースを開発する必要が

無くなります。 これは、 予め構築された

Power Server Layer (PSL) モジュールと

して提供されます。 それ以外の多くの部分

は VHDL/Verilog を使用して FPGA の設

計を Vivado ツールで行い、 C/C++ を使

用してアプリケーションソフトを作成します。

Alpha Data 社 の CAPI キ ッ ト に は、

POWER8/9チップへの接続、 ユーザ定義

の AFU(Accelerator Function Units) の

サンプル、 CAPI 専用の OS カーネル拡張

機能、 およびライブラリ機能が含まれてい

ます。 (下図参照)

図12 従来の設計フロー

図13 サーバとFPGAボードのデザインブロック

図14 PCIe IPコア設定例
図15 SDAccelデザインフロー

図16 CAPIベースデザインフロー

図17 FPGAボードとPOWER9プロセッサ
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 Navigator Design Suite

Navigator Design Suite は PENTEK

社の最新の FPGA ボードファミリ　「JADE」

用に開発されたデザインキットです。

Navigator Design SuiteにはNavigator 

FDK (FPGA Design Kit) と Navigator 

BSP(Board Support Package)が含まれ

て い ま す。 Navigator Design Suite は、

FPGA IPと制御ソフトウェアの接続の問題

を解決する為の新しいアプローチを採用し

ています。最近のFPGA演算アプリケーショ

ンでは、 ハードウェア上で実行する特殊な

FPGA IP の 開 発 と、 FPGA を ホ ス ト コ ン

ピュータから制御するためのソフトウェアの

開発が必要です。 FPGA 開発者が IP ライ

ブラリを使用して独自のカスタムIPを開発

した場合、 それを制御するためのソフトウェ

ア開発が必要となりますが、 一般的に

FPGA 開発とソフトウェア開発は別のエン

ジニアが担当しています。 FPGA開発とソ

フトウェア開発ツールを２つの別々のタスク

として扱う場合、 問題が頻繁に発生します。

また、 FPGA IP 及び制御ソフトウェアの変

更は、 容易に同期が失われる可能性があ

ります。 この場合、 新しいアプリケーション

の開発がより複雑になり、 正常に機能して

いたコンポーネントを壊すこともあります。

Navigator Design Suite は、 PENTEK

社のハードウェアで完全に動作するように

設計されており、 FPGA IPとソフトウェア作

成 の 複 雑 な タ ス ク に 対 し て ベ ス ト な ソ

リューションを提供します。

 Navigator FDK 　　　　
　(FPGA Design Kit)

FPGA の規模はますます大きくなり、 IP

がこれまで以上に複雑になるにつれてこれ

を管理するための設計ツールの必要性は

今まで以上に高まっています。

Xilinx社のVivado Design Suiteには、

業界初のプラグアンドプレイ IP 統合開発

環境である IP Integrator が含まれていま

す。 グラフィカルなブロックダイアグラムイ

ンターフェースをベースに構築された IP 

Integrator は、 IP 設計者がブロックダイア

グラム設計にインポートすることで、 既存

のIPを活用することができます。

PENTEK社のNavigator FDKはまさに

これを目的に設計されました。 Navigator 

FDK は、 特定の JADE ファミリボード用の

完 全 な IP を 提 供 し ま す。 Vivado の IP 

Integrator でデザインを開くと、 設計者は

PENTEK リファレンスデザインの全てのコ

ンポーネントにアクセスすることができ、 必

要に応じてブロックの置き換え ・ 変更が可

能になります。 全てのブロックは、 業界標

準のAXI4インターフェースを使用してカス

タムIPを他のデザインと接続するための明

確なフォーマットを提供します。 リファレン

スデザインにはカスタム信号処理 IP を挿

入するのに理想的なデータパスのユーザ

ブロックが含まれています。 リファレンスデ

ザインにはボード固有のIPに加えて、 最も

一般的に使用されているアルゴリズムの

処理ブロックも含まれています。

 Navigator BSP　　　　　
　(Board Support Package)

Navigator FDKと連携するのがNavigator 

Board Support Package (BSP)です。

Navigator FDK は PENTEK の ハ ー ド

ウェア用の新しい IP を作成又は変更する

た め の 合 理 的 な パ ス を 提 供 し ま す が、

Navigator BSPはハードウェア及びFPGA

内の全ての IP 機能を完全に操作できるよ

うにします。 Navigator BSPを使用するこ

とで、 ソフトウェア開発者は直観的な API

を通して殆どのハードウェアの詳細を抽象

化してより高いレベルで開発することがで

きます。 このAPIを使用することで、 ソフト

ウェア開発者は、APIやその下のハードウェ

アやIP制御ライブラリにボード固有の機能

の多くを処理させることで、 アプリケーショ

ンを作成する作業に集中することができま

図18 IP Integrator

FPGAは半導体の微細化でますます大

規模・複雑になってきています。それ

に伴ってXilinxのFPGA統合開発環境

「ISE」は「Vivado」という新しい開発環

境に移行し、従来VHDLやVerilogを

使用して開発を行っていましたが、C言

語やブロックダイアグラム設計も利用

できるようになっています。ここでは

そのVivadoに対応したPENTEK社製

FPGAデザインキットの概要を説明し

ます。

NEW TECHNOLOGY

FPGA設計の最新ツール

図19 Navigatorリファレンスデザイン
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す。 BSPライブラリ全体への完全なアクセ

スを望む開発者には、 C言語ソースコード

とドキュメントを利用することができます。

新しいアプリケーションは、 お客様が独自

に開発又は BSP に含まれているサンプル

コードの何れかで開発することができます。

全てのPENTEKハードウェアには、 独自の

IP 開発をせずに操作が可能なデフォルト

の機能が実装されています。 この機能は、

多くのユーザアプリケーションの要件を満

たすのに理想的な機能を備えています。

Navigator BSP には信号解析ツールであ

る Signal Analyzer が含まれており、 時間

軸及び周波数軸(FFT)の波形表示が可能

です。

測定機能として、 二次及び三次高調波、

THD( 全高調波歪み )、 SINAD( 信号対雑

音及び歪み)の値を表示します。 カーソル

を使用することで、 データポイントをマーキ

ングし表示された信号の振幅と周波数を

計算します。 Signal Analyzer を使用する

と直ぐにアナログ信号の確認ができます。

このように、 Navigator Design Suiteを

使用すると FPGA 開発とソフトウェア開発

が最適化され効率良く開発を行うことが可

能になります。 Navigator FDKとBSPは、

FPGAのIPブロックとそれを制御するBSP

関数に一致するように設計されています。

開発者が IP を変更すると、 それに対応す

る BSP 関数を簡単に見つけることができ、

ソフトウェアも同時に変更することができま

す。 Navigator FDK は AXI4 を 全 て の IP

ブロックインターフェイスに使用しています。

開発者がAXI4を使用して独自のIPブロッ

クを作成すると、 それは PENTEK が提供

するIPと互換になります。 Navigator BSP

スタイルガイドに従って、 ユーザはNavigator 

BSPライブラリと互換のBSPモジュールを

作成する事ができます。

 Navigator対応製品　　　　
　Model 71131

PENTEK 社製 JADE ファミリの一つであ

るModel 71131(写真)は、 プログラマブ

ルなDDCを備えたマルチチャンネルの高

速 A/D コンバータ XMC モジュールです。

ワイヤレス通信やレーダ受信の信号処理

用途に適しています。 FPGAに内蔵された

データキャプチャ機能は、 ターンキーソ

リューションとして提供されるだけでなく、

FPGA にユーザ信号処理を実装するため

の最適なプラットフォームを提供します。 こ

のデータキャプチャ機能は、 8chの同期取

得及び複数ボードのクロック同期、 大規模

な DDR4 メ モ リ イ ン タ ー フ ェ イ ス、 PCIe 

Gen3インターフェース、 又はオプションで

広帯域の Gigabit シリアル I/O インター

フェースを備えています。

図の通り各アクイジション IP モジュール

には、 強力なプログラマブルDDC IPコア、

DDR4 SDRAM メモリ用の IP モジュール、

データ同期用のコントローラ IP、 テスト用

信号発生回路、 PCIe インターフェースが

含まれています。 工場出荷時にこの機能

がデフォルトで実装されるため、 Model 

71131 の機能を直ぐに利用することがで

きます。

 製品ラインナップ

PENTEK社製Navigator Design Suite

に対応した製品ラインナップは表 10 の通

りです。

フォームファクタは、PCI Express, Compact 

PCI, XMC, VPX, AMC に対応しています

のでお客様の使用環境に合わせて選択す

ることができます。

図20 Signal Analyzer

図22 71131のIPコア

表10 PENTEK JADEファミリ ラインナップ

Navigator Design Suite 対応製品ラインナップ
型名 A/D Ch 数 D/A Ch 数 FPGA DDC フォームファクタ

Model 7x131 250MHz 8ch － － Kintex UltraScale ○ PCIe, cPCI, XMC
Model 5x131 250MHz 8ch － － Kintex UltraScale ○ VPX, AMC
Model 7x821 200MHz 3ch 800MHz 2ch Kintex UltraScale ○ PCIe, cPCI, XMC
Model 5x821 200MHz 3ch 800MHz 2ch Kintex UltraScale ○ VPX, AMC
Model 7x841 3.6GHz 2ch 1.8GHz 4ch Kintex UltraScale ○ PCIe, cPCI, XMC
Model 5x841 3.6GHz 2ch 1.8GHz 4ch Kintex UltraScale ○ VPX, AMC
Model 7x851 500MHz 4ch 800MHz 4ch Kintex UltraScale ○ PCIe, cPCI, XMC
Model 5x851 500MHz 4ch 800MHz 4ch Kintex UltraScale ○ VPX, AMC
Model 7x861 200MHz 8ch － － Kintex UltraScale ○ PCIe, cPCI, XMC
Model 5x861 200MHz 8ch － － Kintex UltraScale ○ VPX, AMC

図21 Navigator BSPとFDK
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新製品

 Alpha Data社製　　　　　
　ADM-PCIE-9V3

Alpha Data 社 の ADM-PCIE-9V3 は

データセンター / ハイ ・ パフォーマンス ・

コンピューティング向けの FPGA アクセラ

レータボードです。 FPGA は Xilinx Virtex 

UltraScale+ XCVU3P-2 を搭載しており

強力な演算処理性能を提供します。 フロ

ントエンドの I/O は QSFP28 ソケットを２

ポート準備していますので 25GbE 又は

100GbE にも対応可能です。 ホストイン

ターフェースは PCIe x16 Gen3 をサポー

トしています。

 SP Devices社製　ADQ7

SP Devices 社 の ADQ7 は 10GSPS, 

14bitの広帯域デジタイザです。 ADQ7に

は Xilinx UltraScale を 搭 載 し て お り、

ファームウェア開発キットでユーザロジック

の開発が可能です。 フォームファクタは

USBボックス、PCI Express, PXI Express, 

MTCA.4 の ラ イ ン ナ ッ プ が あ り、 LiDAR, 

RADAR, 質量分析、 広帯域無線などのア

プリケーションに最適です。

ここでは今年の新製品をピックアップして紹介します。

■ Alpha Data社製　ADM-PCIE-9V3

■ SP Devices社製　ADQ7

■ SPECTRUM社製　M4x.44xx

■ PENTEK社製　Model 78131

■ Critical IO社製　StorePak

 SPECTRUM社製　M4x.44xx

SPECTRUM 社 の M4x.44xx シ リ ー ズ

は最大500MSPS×4chのPXIeデジタイ

ザです。 分解能は 16bit と 14bit のモデ

ルがあり16bitの場合はサンプリングレー

トが最大 250MSPS となり、 14bit の場合

は最大500MSPSとなります。 M4x.44xx

シリーズはアナログ性能が非常に優れて

おり、 計測などの用途に最適です。 トリガ

モードはWindow, re-arm, OR/ANDなど

が準備されていますので必要な信号を確

実に捉える事ができます。

ADQ7 仕様
A/D サンプリングレート 10GHz
A/D 分解能 14bit
⼊⼒チャンネル数 2ch ( ※ 2ch の場合は 5GHz/ch)
アナログ⼊⼒ AC ⼜は DC カップリング（モデルにより選択）
メモリ 4GB
サポート OS Windows 7, Windows 8, Windows 10, Linux
フォームファクタ USB box, PCIe, PXIe, MTCA.4, 10Gb box
動作温度 0 〜 +45℃

M4x.44xx 仕様
A/D サンプリングレート 500MHz (14bit), 250MHz/130MHz (16bit)
A/D 分解能 14bit/16bit
⼊⼒チャンネル数 1ch, 2ch, 4ch
アナログ⼊⼒ AC/DC（プログラマブル）
メモリ 2G サンプル
サポート OS Windows 7, Windows 8, Windows 10, Linux
フォームファクタ PXIe x4 Gen2
動作温度 0 〜 +50℃

 
ADM-PCIE-9V3 仕様

FPGA Xilinx Virtex UltraScale+ XCVU3P-2 (FFVC1517)
ホストインターフェース PCI Express Gen3 x16 or Gen4 x8
メモリ SDRAM: 2 バンク 1Gx72、DDR4-2400 (16GB total)

フロント I/O QSFP28 × 2 ソケット
Micro USB (Xilinx Vivado JTAG ⽤）

その他 I/O Ultraport SlimSAS コネクタ（22.5Gbps × 8 レーン）
ソフトウェア BSP, FPGA リファレンスデザイン、API ライブラリ
動作温度 0 〜 +55℃
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 PENTEK社製 Model 78131 PENTEK 社 の Model 78131 は 8ch, 

250MHzのA/Dを搭載したPCI Express

ボードです。 信号処理用に Xilinx Kintex 

UltraScale FPGAを搭載しており、 ユーザ

アルゴリズムの実装が可能です。 ホストイ

ンターフェースは PCI Express Gen.3 x8

をサポートしていますので高速にデータ取

得が可能です。 複数ボードで同期すること

も可能ですので、 レーダ、 デジタルビーム

フォーミング、 フェーズドアレイなどのアプ

リケーションに最適です。

 Critical IO社製　StorePak

Critical IO社のStorePakはリムーバブ

ル SSD ドライブを搭載したストレージボー

ドです。 記録容量は最大 12TB で RAID0

又は RAID1 をサポートしています。 ドライ

ブモジュールには信頼性の高いコネクタを

使用しており最大100,000回の挿抜に対

応しています。 ホストCPUとの接続はP1

又はP2でx4 PCIe fat pipeで接続します。

フォームファクタは6U VPX、OSはVxWorks, 

Linux, Windows をサポートしています。

耐環境仕様に対応していますので航空機

や艦船への搭載に向いています。

『
ミ
ッ
シ
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・
テ
ッ
ク
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
次
回
発
行
を
お
楽
し
み
に
！

展 示 会 情 報

2017年5⽉
組込みシステム開発技術展

（東京ビッグサイト）
http://www.esec.jp/

受託開発

弊社ではここで紹介した製品を組
み合わせた受託開発も承っており
ます。ソフトウェア開発及びハー
ドウェアの設計開発も可能ですの
でお気軽にご相談ください。

おわりに

テックジャーナルでは、これからも出
来る限りお客様に有効となる情報を提
供していきたいと思います。今後とも
どうぞよろしくお願いいたします。

（＾ o ＾）/

地球温暖化は現在も確実に進⾏
しています。北極の氷河は解け
て海⾯⽔位が上昇し、⼩さな島
は⽔没の危機にさらされていま
す。また、森林伐採により砂漠
化が進⾏し、異常気象が世界各
地で起きています。私達⼈類が
地球を破壊し、住みにくい環境
にしているということを理解し、
全ての⼈々が意識して温暖化対
策に取り組む必要があると考え
ます。個⼈でできることは限ら
れていますが、この地球を次の
世代に引き継ぐためには⼀⼈ひ
とりの⼒が⼤変重要な意味を持
つものと考えます。例えば、エ
アコンの使⽤を少しだけ控える、
⾃家⽤⾞の利⽤を控え公共の交
通機関を利⽤する、テレビを⾒
ないときは電源を切る、家族が
同じ部屋で過ごすようにするな
どできることに取り組んでいき
たいと考えています。皆さんも
温暖化対策に取り組んでみてく
ださい。

StorePak 仕様
ストレージ容量 12TB max
記録メディア SSD (SLC/MLC 選択可）

ホストインターフェース 4x PCIe x4 (P1 data plane)
2x PCIe x4 (P2 expansion plane)

セキュリティ AES 暗号化対応（オプション）
フォームファクタ 6U VPX エアクール（コンダクションクール版もあり）
消費電⼒ 35W (typ.)
動作温度 0 〜 +55℃（温度拡張版もあり）
保存温度 -55 〜 +85℃
動作湿度 10 〜 90% ※結露なきこと
保存湿度 0 〜 95% ※結露なきこと
振動 0.04g2/Hz (100 〜 1000Hz)
衝撃 20g Peak sawtooth, 11ms duration
OS サポート VxWorks, Linux, Windows

地球温暖化を考える2

Model 78131 仕様
A/D サンプリングレート 250MHz
A/D 分解能 16bit
⼊⼒チャンネル数 8ch
FPGA Xilinx Kintex UltraScale XCKU035-2
DDC Decimation: 2x 〜 32,768x, FIR フィルタ：18bit 係数
メモリ 5GB, DDR4 SDRAM
サポート OS Windows, Linux
フォームファクタ PXIe x8 Gen3
動作温度 0 〜 +50℃
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